都市部女子大学生の栄養摂取状況の推移-半定量的食物摂取頻度調査票を用いた経時的栄養調査の結果- by 岡田 友佳 et al.
I.はじめに
近年の日本における食生活の状況は，個人の生活
習慣の多様化や食生活を取り巻く社会人口学的要因，
文化社会的要因などの様々な要因の変化により，大
きく変化し続けている13）。食生活を含む生活習慣
の多様化により，糖尿病や高血圧症，脂質異常症と
いった生活習慣病の増加が深刻化しており3），望ま
しい食生活や生活習慣への改善が健康増進やQOL
の向上にとって重要である。さらに，年齢階級別に
食生活現状を概観すると10代後半から20代にかけ
て朝食の欠食率の増加，不適切な食事開始時間の増
加，偏食やそれに伴うビタミン，ミネラル摂取不足，
脂肪エネルギー比の増加3，4）がある。さらにやせ志
向や誤った体型認識を持つものも多い3，5）。このよ
うな健康問題を引き起こすリスクファクターが10
代後半から20代の食生活に存在している。そのリ
スクファクターの一部は10代よりも20代の方が深
刻である3）。その背景には10代後半から20代にか
けて食生活，食意識を始めとする生活習慣に密接に
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Thispaperexaminesdietaryintakeovertime.Subjectswere6urbanfemaleuniversity
studentsaged1819.Adietsurveywascarriedout12timesbetweenApril2008andJune2009at
approximatelymonthlyintervals.Thesubjects・bodyweight,heightweremeasuredandtheir
bodymassindex（BMI）wascalculatedeachtimetheyfiledinFoodFrequencyQuestionnaire
Watanabe65（FFQW65）andrecordedalthefoodtheyhadduringthepastonemonth.The
researchersprocessedthedataandcalculatedtheestimatedenergyintakes,theamountof
protein,fatandcarbohydrateintakes.Theestimatedenergyintakeswerecategorizedand
analyzedbyfoodgroups,totalenergyintakesperday,andtheenergyingestedateachmeal.
Thedatashowedasignificantreductionovertimeinaverageamountsofestimatedtotal
energyintakeperdayandestimatedenergyintakepermeal.Whiletheestimatedenergy
intakesofgrain,sugar,vegetables,seafood,oilandfatandmisodeclinedsignificantly,
estimatedenergyintakesoffruitsandalcoholsignificantlyincreased.Therewasalmostno
changeinthesubjects・averageBMIduringtheentiresurvey.Theseresultssuggestthatthe
trendofdietaryintakeduringthesurveywastowardlowerenergyintake.Inaddition,the
subjectstendedtoshifttowardmorequick-cookingcheapermaterials,andyet,withinthese
limitedconditionstheytriedtoconsumeamorebalanceddiet.Forexample,theyatemore
fruitwhentheirintakeofvegetablesdeclined.
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関連のある保護者6）の元を離れ，生活全般を自己管
理し始める現状があることに起因するのではないか
と考える。
本研究では保護者の元から離れて生活全般を自己
管理し始める学生を調査対象とし，連続した食事調
査によって栄養摂取状況を経時的に把握し，食生活
の変化の傾向を明らかにすることを目的とした。
II.研究方法
1.調査期間
調査期間は平成20年4月～平成21年6月である。
調査はほぼ1カ月間隔で実施した。ただし，夏季長
期休暇による対象者の帰省時期にあたる，第4回目，
第5回目の間は2カ月間隔で実施した。
第 1回目調査:平成20年4月
第 2回目調査:平成20年5月
第 3回目調査:平成20年6月
第 4回目調査:平成20年7月
第 5回目調査:平成20年10月
第 6回目調査:平成20年11月
第 7回目調査:平成20年12月
第 8回目調査:平成21年1月
第 9回目調査:平成21年2月
第10回目調査:平成21年3月
第11回目調査:平成21年4月
第12回目調査:平成21年6月
2.調査対象者
本研究に同意を得た関東都市部某女子大学栄養学
系学科1年生で調査開始時に同一の学生寮入寮者
11名（18～20歳）のうち，データ欠損がなく全ての
調査で回答した6名（18～19歳）を対象とした。
3.調査内容と調査方法
①食事調査
自記式半定量的食物摂取頻度調査票 FFQW657）
を用いて対象者が過去1カ月間の食事内容を思い出
し，記入したものを得た。FFQW65の調査食品を
表1に示した。
②年齢及び体格調査
FFQW65記入時に自己申告により年齢，身長，
体重を記入した。あわせて，肥満，やせの指標とし
て肥満度 BodyMassIndex（BMI，体重（kg）/身
長（m）2）を算出した。
4.分析方法
①推定エネルギー摂取量及び推定栄養素摂取量の
算出
FFQW65から推定総エネルギー摂取量，各食事
の推定エネルギー摂取量（朝食，昼食，夕食），各食
品群の推定エネルギー摂取量（15食品群），推定た
んぱく質摂取量，推定脂質摂取量，推定炭水化物
摂取量を算出した。食品群の分類方法については
FFQW65の食品群分類方法に従った。
②解析方法
各回の推定エネルギー摂取量平均値及び推定たん
ぱく質摂取量，推定脂質摂取量，推定炭水化物摂取
量平均値と経時変化を単回帰分析（変数減少法）で
解析した。また，各食品群推定エネルギー摂取量を
主成分分析で解析した。 以上の計算は SPSS
Statistics17.0を使用した。
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表1 FFQW65調査食品一覧
ご飯 パン 菓子パン うどんそば ラーメン スパゲティ
かぼちゃ いもでんぷん類 とうもろこし 煮豆 いかたこ さかな類
貝類 たらこ かまぼこ類 干海産物 魚缶詰 豚肉
鶏肉 牛肉 ハム類 ベーコン レバー 卵類
とうふ 納豆 枝豆 生あげ油揚げ チーズ 緑黄色野菜類
淡色野菜類 こんにゃく 海藻類 普通牛乳 低脂肪牛乳 ヨーグルト
みかん りんご バナナ その他果実類 ビール 日本酒
ワイン 焼酎ウイスキー 茶類 コーヒー 清涼飲料類 ケーキクッキー
チョコレート 和菓子 せんべい アイスクリーム ドレッシング類 ピーナッツ類
ポテトチップス バター類 炒め物 天ぷら みそ汁 砂糖甘味類
ジャム はちみつ ぎょうざ カレーレトルト コロッケ
III.結 果
1.対象の体格
表2に対象者の初回調査時及び最終調査時の年齢
および体格を示した。対象者の第1回目の平均値は
身長 159.1±5.11cm，体重 50.2±4.58kg，BMI
19.8±1.34kg/m2であった。第12回目の平均値は
身長 159.2±5.19cm，体重 51.2±3.71kg，BMI
20.2±1.13kg/m2であった。図1に対象のBMIの
経時変化を示した。
平成18年国民健康栄養調査結果
3）の全国平均
値は18歳で身長 156.7cm，体重 51.3kg，19歳で
身長 161.3cm， 体重 52.1kgである。 BMIは
15～19歳で20.74kg/m2を示すことから，被験者
の身長，体重，BMIの平均値はほぼ全国平均と同
水準であった。
2.推定エネルギー摂取量の推移
第1回目から第12回目の推定総エネルギー摂取
量及び各食事の推定エネルギー摂取量の平均値の経
時変化を表3に示した。推定総エネルギー摂取量の
平均値の経時変化を図2に示した。各食事の推定エ
ネルギー摂取量の平均値の経時変化を図3に示した。
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図1 対象者のBMIの経時変化
表3 推定総エネルギー摂取量及び各食事の推定エネルギー摂取量平均値の経時変化 （kcal）
調査回数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
一日合計
平均 2159 2085 1999 1942 1667 1848 1869 1749 1776 1560 1624 1755
標準偏差 212 63 173 116 401 190 149 225 145 268 303 229
朝 食
平均 446 482 488 483 304 411 416 390 415 337 347 367
標準偏差 67 39 56 66 106 126 117 90 54 98 112 86
昼 食
平均 664 643 584 595 587 541 541 572 556 542 533 596
標準偏差 63 28 28 39 110 95 81 55 83 100 100 63
夕 食
平均 1014 895 865 765 700 819 851 709 725 579 669 713
標準偏差 249 100 171 87 211 163 98 159 105 139 119 117
表2 対象者の初回及び最終回調査時の身長体重
年齢BMI
身長（cm）体重（kg） 年齢 BMI
第1回目
平均 159.1 50.2 18.2 19.8
標準偏差 5.11 4.58 0.41 1.34
中央値 156.5 50.0 18.0 20.0
第12回目
平均 159.2 51.2 19.0 20.2
標準偏差 5.19 3.71 0.00 1.13
中央値 156.5 51.0 19.0 20.2
図2 推定総エネルギー摂取量平均値の経時変化
図3 各食事の推定エネルギー摂取量平均値の経時変化
◆ 朝食 ■ 昼食 ▲ 夕食
推定総エネルギー摂取量の平均値は夏季長期休暇前
の第4回目までの調査では日本人の食事摂取基準
（2010年度版）8）18歳～29歳女性身体レベルIIのエ
ネルギー必要量を満たしていたが，第5回目以降の
推定総エネルギー摂取量はその値を下回っていた。
特に長期休暇中の食事内容を調査している第5回，
第10回，第11回調査の推定総エネルギー摂取量の
平均値が低いことが認められた。同時に標準偏差の
値も大きいことも認められた。各食事では昼食は全
調査間であまり推定エネルギー摂取量平均値に差が
なく，朝食や夕食に調査間で推定エネルギー摂取量
平均値に差が認められた。また，各食品群の推定エ
ネルギー摂取量の平均値の経時変化を表4に示した。
得られた第1回目から第12回目の推定総エネル
ギー摂取量と各食品群の推定エネルギー摂取量の平
均値を単回帰分析した結果を表5に，主成分分析の
結果を表6に示した。
単回帰分析の結果，推定総エネルギー摂取量及び
穀類，砂糖類，野菜類，魚介類，油脂類，みそ類の
推定エネルギー摂取量が有意に減少していることが
認められた。一方，果実類，酒類の推定エネルギー
摂取量は有意に増加していることが認められた。ま
た，肉類は有意ではないが減少傾向にあることが認
められた。
主成分分析では第1主成分に魚介類，推定総エネ
ルギー摂取量，油脂類，穀類，みそ類，砂糖類に正
の大きな因子負荷量が認められ，酒類と果実類に負
の大きな因子負荷量が認められた。
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表4 各食品群の推定エネルギー摂取量平均値の経時推移 （kcal/day）
調査回数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
穀 類
平均 845 814 794 772 663 747 742 727 732 699 666 695
標準偏差 30 50 78 61 121 88 60 78 28 55 113 139
砂糖類
平均 12 15 16 11 8 14 13 11 7 5 7 9
標準偏差 10 10 10 6 9 4 6 7 9 5 5 7
大豆類
平均 54 43 42 39 31 41 38 41 44 37 48 48
標準偏差 15 14 30 23 33 20 18 22 19 30 29 30
野菜類
平均 52 52 54 53 47 52 51 49 50 47 48 49
標準偏差 3 2 1 1 4 2 2 4 4 3 5 4
果実類
平均 11 7 6 10 15 17 20 17 11 21 24 24
標準偏差 14 8 6 11 14 17 12 12 11 32 30 27
魚介類
平均 133 128 129 119 105 120 111 117 111 89 90 91
標準偏差 23 16 14 17 21 14 20 20 22 32 34 14
肉 類
平均 257 164 183 196 187 196 168 170 198 133 138 190
標準偏差 120 40 43 57 102 35 43 63 43 62 47 106
卵 類
平均 62 38 54 38 38 46 53 52 54 37 39 52
標準偏差 19 6 12 9 15 7 8 12 7 24 16 16
乳 類
平均 39 56 53 50 35 41 41 38 44 43 44 44
標準偏差 39 39 40 37 24 33 30 29 37 34 34 35
油脂類
平均 180 183 179 177 148 165 175 159 143 116 136 150
標準偏差 14 14 19 11 29 11 15 14 17 29 32 26
菓子類
平均 158 149 121 130 122 121 134 106 78 79 106 110
標準偏差 83 31 55 70 41 41 36 31 37 39 23 20
嗜好飲料類
平均 15 71 32 26 20 20 18 5 41 8 16 10
標準偏差 12 56 42 34 14 22 22 7 61 9 21 14
みそ類
平均 26 23 17 12 10 15 13 13 15 8 8 9
標準偏差 8 12 13 15 14 15 14 13 13 11 12 10
加工食品類
平均 35 31 24 29 36 30 29 33 19 31 32 33
標準偏差 4 2 12 2 2 2 2 2 15 3 3 3
酒 類
平均 0 0 4 4 4 11 16 11 21 20 26 33
標準偏差 0 0 9 9 9 27 39 27 47 48 47 39
3.推定栄養素摂取量の推移
第1回目から第12回目の推定たんぱく質摂取量，
推定脂質摂取量，推定炭水化物摂取量の平均値の経
時推移を表7に示した。得られた第1回目から第
12回目の各推定栄養素摂取量の平均値を単回帰分
析した結果を表8に示した。推定たんぱく質摂取量，
推定脂質摂取量，推定炭水化物摂取量のいずれも有
意に減少していることが認められた。
IV.考 察
1.推定総エネルギー摂取量と体格の経時変化につ
いて
経時的に推定総エネルギー摂取量平均値が有意に
減少していた。これに対し，BMI平均値に経時変
化が認められなかった。これは経時的に対象者のエ
ネルギー必要量が推定総エネルギー摂取量と見合っ
たためではないかと考えられる。その背景として運
動量の減少があるのではないかと推察した。平成
18年度国民健康栄養調査の結果では，15歳から
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表5 推定総エネルギー摂取量及び各食品群の推定
エネルギー摂取量平均値の単回帰分析の結果
調整済みR2 標準化係数β p値
一日合計総エネルギー 0.671 －0.837 0.001＊＊
穀 類 0.622 －0.810 0.001＊＊
砂糖類 0.461 －7.140 0.009＊＊
大豆類 ＜0.001 0.012 0.970
野菜類 0.460 －0.713 0.009＊＊
果実類 0.679 0.842 0.001＊＊
魚介類 0.777 －0.893 ＜0.001＊＊
肉 類 0.229 －0.547 0.066
卵 類 ＜0.001 －0.122 0.707
乳 類 ＜0.001 －0.279 0.381
油脂類 0.589 －0.791 0.002＊＊
菓子類 0.573 －0.782 0.003＊＊
嗜好飲料類 ＜0.001 －4.860 0.109
みそ類 0.641 －0.821 0.001＊＊
加工食品類 ＜0.001 －0.090 0.780
酒 類 0.910 0.958 ＜0.001＊＊
＊＊:1％有意水準
表6 推定総エネルギー摂取量及び各食品群の推定
エネルギー摂取量平均値の主成分分析の結果
第1主成分第2主成分第3主成分第4主成分
一日合計総エネルギー 0.917 0.182 0.338 0.014
穀 類 0.873 0.178 0.321 －0.102
砂糖類 0.809 0.265 0.118 0.060
大豆類 0.111 0.060 0.932 0.068
野菜類 0.794 0.304 0.260 －0.236
果実類 －0.822 －0.218 0.175 0.399
魚介類 0.970 0.009 0.054 －0.152
肉 類 0.649 －0.495 0.380 －0.084
卵 類 0.335 －0.474 0.682 －0.304
乳 類 0.278 0.901 0.083 －0.216
油脂類 0.903 0.159 0.167 0.103
菓子類 0.794 0.081 0.142 0.541
嗜好飲料類 0.461 0.686 －0.130 －0.255
みそ類 0.858 0.063 0.316 －0.039
加工食品類 －0.022 －0.028 －0.081 0.933
酒 類 －0.888 0.016 0.378 －0.094
表7 各推定栄養素摂取量平均値の経時推移 （g/day）
調査回数
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
たんぱく質
平均 54.9 45.6 46.6 41.3 30.5 40.7 40.0 38.4 41.9 29.8 31.1 35.6
標準偏差 12.0 7.8 7.8 5.7 14.8 7.2 4.7 10.3 6.4 12.0 10.8 10.8
脂 質
平均 44.4 39.8 38.4 33.9 26.1 33.6 34.4 30.3 32.5 22.1 26.0 29.8
標準偏差 9.5 6.1 9.3 3.3 13.0 5.6 4.9 6.7 6.2 8.9 7.0 7.4
炭水化物
平均 138.0 139.8 131.5 118.6 93.2 112.0 106.4 102.3 116.6 95.5 94.7 102.4
標準偏差 12.8 23.9 20.3 20.2 35.3 29.1 18.3 20.0 18.1 21.9 37.7 34.3
表8 各推定栄養素摂取量平均値の単回帰分析の結果
調整済みR2 標準化係数β p値
たんぱく質 0.508 －0.743 0.006＊＊
脂 質 0.574 －0.783 0.003＊＊
炭水化物 0.583 －0.788 0.002＊＊
＊＊:1％有意水準
19歳までの年齢階層が最も運動時間が長い。その
後年齢とともに運動時間は減少していく傾向にある
が，10代から20代の年齢階層の間が最も大きく運
動時間の差がある3）。本研究調査対象者は19歳で
はあるが，高校生から大学生へとライフステージが
変化したことにより，高校においては体育や部活で
多く確保されていた自発的運動時間が大幅に減少し
たと推察され，ほぼ20代の年齢階層と同様の運動
時間となったと考えられる。このような急激な運動
時間の減少が身体活動レベル，ひいてはエネルギー
必要量の低下を招き，推定総エネルギー摂取量平均
値が減少しても，BMI平均値の値が変化しなかっ
たのではないかと推察される。
2.対象者の食生活の傾向
推定エネルギー摂取量の単回帰分析結果から，推
定総エネルギー摂取量の減少が認められた。同時に
たんぱく質，脂質，炭水化物の推定摂取量がともに
有意に減少し，更に標準化係数βでもいずれも
－0.7と負の値を示し，同じ変化量で減少している
ことが認められた。これらのことから極端な偏食に
よって推定総エネルギー摂取量が減少に推移したも
のではないことが考えられた。さらに食品群ごとの
推定エネルギー摂取量では野菜類，菓子類が減少す
るものの，調理に手間がかからずビタミン摂取が望
め，かつ甘味の嗜好を満たす果実類は増加している
ことが明らかとなった。更に，たんぱく質源となる
食品では調理に手間がかかる魚介類の減少が大きく，
比較的安価で調理が簡便な卵類は減少していないこ
とが明らかになった。しかし，最も調理が簡便であ
る加工食品は変化が認められなかった。また，主成
分分析の結果からは魚介類，推定総エネルギー摂取
量，油脂類，穀類，みそ類，砂糖類に正の大きな因
子負荷量が認められたことから，第1主成分は「推
定総エネルギー摂取量の減少と同様なベクトルで減
少している食品群」の成分ではないかと推察した。
さらに，たんぱく質，脂質，炭水化物の推定摂取量
ともに有意に減少していることから，各栄養素の供
給源となりうる食品のうち，どの食品の減少が各栄
養素の減少に寄与しているかが因子負荷量の大きさ
から推察できると考えられる。これにより，たんぱ
く質の減少は主に魚介類，次いで肉類の摂取量減少
によるもので，大豆類や卵類，乳類の摂取量は寄与
していないことが推察された。同様に，炭水化物の
減少は主に穀類，次いで砂糖類の摂取量減少による
ものであり，脂質の減少は主には油脂類の摂取量減
少によるところが大きいと推察された。また，この
主成分分析結果には野菜類，菓子類に正の因子負荷
量があり，果物類に負の因子付加量があることも認
められる。
対象者は栄養学系学科の大学生となり，栄養学的
な知識が増えていると考えられる。女子大学生対象
の食教育によって，対象者の生活及び食生活が好ま
しい方向に改善することが報告されている9，10）こ
とから，本研究対象者も栄養学的な専門教育を受け
ることにより，同様の影響があると考えられる。さ
らに対象者は生活全般の自己管理をするようになり，
調査開始時以前よりもアルバイトやサークル活動と
いった社会との接点が変化，増加していると考えら
れる。このような対象者を取り巻く環境の変化が，
対象者の食生活への意識の変化や食生活そのものの
変化を引き起こしていると推察される。
以上のことから，調査開始時から調査終了時まで
の間の対象者の食生活の傾向は「総エネルギー摂取
量は減少傾向にあり，食品摂取に関してはより調理
に簡便で安価な食材にシフトされる一方で，栄養学
的知識の深まりから，その中でも栄養的なバランス
を図ろうとしている」というものではないかと推察
された。
さらに長期休暇中の食事内容を調査する回では推
定総エネルギー摂取量平均値が低く，同時に標準偏
差が大きい傾向が認められた。各食事では，朝食や
夕食においては長期休暇中の食事内容を調査する回
とその前後の調査回とでの間で推定エネルギー摂取
量平均値に大きな差が認められた。一方，昼食は推
定エネルギー摂取量平均値の経時変化量が小さく，
調査回間での大きな差は認められなかった。このこ
とから長期休暇による生活の変化が朝食や夕食の食
生活に変化を与えたのではないかと考えられ，生活
の変化が食生活に影響することが示唆された。
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V.要 約
本研究は関東都市部女子大学栄養学系学科1年生
で調査開始時に同一学生寮の入寮者 6名（年齢
18～19歳）を対象に自記式半定量的食事摂取調査票
であるFFQW65を用いて食事調査及び年齢体格
調査をおよそ1カ月間隔で計12回調査を継続的に
行い，対象者の栄養摂取状況の推移を把握し，その
食生活の変化の傾向を検討した。
その結果，推定総エネルギー摂取量，各食事の推
定エネルギー摂取量はいずれも有意に減少に推移し
ていた。各食品群の推定エネルギー摂取量は穀類，
砂糖類，野菜類，魚介類，油脂類，みそ類の推定エ
ネルギー摂取量が有意に減少に推移することが認め
られた。一方，果実類，酒類の推定エネルギー摂取
量は有意に増加に推移していることが認められた。
また，肉類は有意ではないが減少傾向にあることが
認められた。そして，推定たんぱく質摂取量，推定
脂質摂取量，推定炭水化物摂取量のいずれも有意に
減少に推移していることが認められた。体格は調査
期間を通してほぼ変化は認められなかった。
以上の結果から調査開始時から調査終了時までの
間の対象者の食生活の傾向は「総エネルギー摂取量
は減少傾向にある。食品摂取に関してはより調理に
簡便で安価な食材にシフトされる。一方で，野菜類
が減少しても果実類が増加するなど，摂取する食材
が変化する中でも，栄養的なバランスを図ろうとし
ている」というものではないかと推察された。
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